
令和元年度１０月号 

折
り
返
し
地
点 

二
学
年
主
任 

近
藤 

大
詞 

二
年
生
に
と
っ
て
、
十
月
は
折
り
返

し
地
点
。
三
年
間
の
中
学
校
生
活
も
、

は
や
半
分
が
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
一

年
半
と
い
う
月
日
は
、
こ
の
子
た
ち
の

体
ば
か
り
を
大
き
く
し
、
心
は
育
っ
て

き
て
い
る
の
か
、
近
く
に
い
る
と
な
か

な
か
見
え
て
こ
な
い
も
の
で
あ
る
。 

先
月
行
わ
れ
た
体
育
大
会
。
一
・
二

年
生
合
同
で
行
わ
れ
た
男
子
の
演
舞
、

女
子
の
リ
ズ
ム
ダ
ン
ス
。
優
し
く
、
そ

し
て
、
真
剣
に
指
導
す
る
二
年
生
の
姿

が
見
ら
れ
た
。
ま
た
、
新
人
戦
の
選
手

激
励
会
で
も
、
力
強
く
決
意
表
明
す
る

姿
の
た
く
ま
し
さ
。
以
前
の
幼
さ
は
感

じ
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
子
た
ち
は
、

少
し
ず
つ
確
実
に
成
長
を
し
て
い
る
。

う
れ
し
く
も
あ
り
、
寂
し
く
も
あ
る
折

り
返
し
地
点
で
あ
っ
た
。 

教
室
に
戻
る
と
、
い
つ
も
の
幼
い
生

徒
た
ち
。
先
生
に
寄
っ
て
き
て
は
、
笑

顔
で
迎
え
て
く
れ
る
。
楽
し
い
や
り
取

り
が
続
く
毎
日
。
成
長
し
て
も
あ
ど
け

な
さ
の
残
る
子
ら
だ
。 

残
り
の
一
年
半
、
生
徒
た
ち
が
ど
ん

な
ふ
う
に
成
長
し
て
い
く
の
か
、
楽
し

み
に
し
て
い
る
。 

 

 

学校新聞 

響きを求めて真剣に練習する生徒たち 



令和元年度１０月号 

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
一
本
！ 

一
年 

長
嶋 

祐
志 

自
分
が
柔
道
を
習
っ
て
い
る
の

で
、
柔
道
の
一
本
を
表
現
し
よ
う
と

思
い
ま
し
た
。 

作
品
を
作
る
時
、
人
を
作
る
の
が

と
て
も
難
し
か
っ
た
で
す
。
柔
道
は
、

体
の
動
き
が
不
規
則
な
の
で
、
写
真

を
常
に
見
な
が
ら
作
り
ま
し
た
。 

一
番
こ
だ
わ
っ
た
と
こ
ろ
は
人

で
す
。
ど
れ
だ
け
分
か
り
や
す
く
す

る
か
と
、
ど
れ
だ
け
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

に
す
る
か
と
い
う
と
こ
ろ
に
す
ご

く
こ
だ
わ
り
ま
し
た
。
ど
の
技
を
出

し
て
い
る
の
か
を
分
か
り
や
す
く

し
、
そ
の
技
の
迫
力
を
表
現
す
る
よ

う
に
工
夫
し
ま
し
た
。 

 

最
大
級
の
感
謝 

合
唱
部
部
長 

柴
田 

あ
か
り 

仲
間
と
挑
ん
だ
中
部
コ
ン
ク
ー
ル
の

舞
台
。
結
果
は
金
賞
。
し
か
し
、
あ
と

少
し
の
差
で
、
全
国
大
会
を
逃
し
て
し

ま
っ
た
。
本
当
に
本
当
に
悔
し
か
っ
た
。

改
め
て
狭
き
門
な
の
だ
と
思
い
知
っ
た
。

だ
け
ど
私
は
誇
り
に
思
う
。
皆
で
つ
か

ん
だ
金
賞
な
ん
だ
と
胸
を
張
っ
て
言
い

た
い
。
そ
し
て
、
今
ま
で
支
え
て
く
だ

さ
っ
た
全
て
の
人
、
何
よ
り
合
唱
部
と

い
う
チ
ー
ム
に
大
き
な
感
謝
を
伝
え
た

い
。
こ
の
経
験
は
後
輩
た
ち
に
と
っ
て

か
け
が
え
の
な
い
も
の
と
な
っ
た
は
ず

だ
。
決
し
て
忘
れ
ず
に
来
年
こ
そ
全
国

へ
進
ん
で
ほ
し
い
と
心
か
ら
願
う
。 

ム
ッ
キ
ー
革
命 

後
期
生
徒
会
長 

 
嘉
恩 

前
期
の
生
徒
会
は
、
体
育
大
会
の
連

合
応
援
を
は
じ
め
、
文
字
通
り
の
「
革

命
」
を
た
く
さ
ん
起
こ
し
ま
し
た
。
学

校
を
よ
く
し
た
い
思
い
が
強
か
っ
た
か

ら
起
こ
せ
た
革
命
だ
と
思
い
ま
す
。
後

期
の
生
徒
会
も
そ
の
思
い
は
絶
対
に
負

け
ま
せ
ん
。
今
回
役
員
に
な
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
四
人
の
思
い
も
背
負
い
、

こ
の
八
人
で
自
分
た
ち
の
目
指
す
よ
り

よ
い
学
校
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
に
頑

張
り
ま
す
。 

◎
第
40
回
愛
知
県
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
陸

上
競
技
大
会 

優
勝 

女
子
走
高
跳 

 
 

鈴
木
菜
美 

 
 

 

女
子
一
五
〇
〇
ｍ 

小
嶋
聖
來 

二
位 

女
子
三
〇
〇
〇
ｍ 

桟
敷
真
菜
美 

三
位 

女
子
一
五
〇
〇
ｍ 

鈴
村
愛
菜 

 
 

 

男
子
走
高
跳 

 
 

西
口 

温 

四
位 

男
子
棒
高
跳 

 
 

畔
栁
凌
大 

五
位 

女
子
三
〇
〇
〇
ｍ 

小
山
心
結 

◎
第
51
回
岡
崎
市
民
陸
上
競
技
選
手
権
大
会 

優
勝 

男
子
棒
高
跳 

 
 

時
原 

仁 

二
位 

男
子
走
高
跳 

 
 

西
口 

温 

三
位 

男
子
一
五
〇
〇
ｍ 

渡
辺
凜
斗 

 
 

 

女
子
一
〇
〇
ｍ 

 

牧
野
光
里 

 
 

 

女
子
走
幅
跳 

 
 

平
岩 

穂 

 
 

 

女
子
走
高
跳 

 
 

杉
山
未
結 

◎
第
52
回
岡
崎
市
中
学
校
新
人
総
合
体
育
大
会 

・
水
泳
男
子 

優
勝 

二
〇
〇
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

岩
村
航
佑 

 
 

 

五
〇
ｍ
平
泳
ぎ 

 
 

両
星
翔
太 

・
水
泳
女
子 

優
勝 

二
〇
〇
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

内
山
遥
陽 

 
 

 

五
〇
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ 

野
中
真
帆 

・
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
女
子 

二
位 

・
陸
上
男
子 

総
合
三
位 

優
勝 

三
〇
〇
〇
ｍ 

 
 

 

相
地
一
夢 

（
新
記
録
） 

 
 

 

二
〇
〇
ｍ 

 
 

 
 

眞
野
怜
也 

二
位 

走
高
跳 

 
 

 
 

 

西
口 

温 

（
新
記
録
） 

三
位 
四
〇
〇
ｍ 

 
 

 
 

小
林
輩
也 

・
陸
上
女
子 
総
合
三
位 

優
勝 

一
五
〇
〇
ｍ 

 
 

 

小
嶋
聖
來 

（
新
記
録
） 

三
位 

一
五
〇
〇
ｍ 

 
 

 

鈴
村
愛
菜 

（
新
記
録
） 

・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
男
子 

三
位 

・
柔
道
男
子 

二
位 

軽
中
量
級 

 
 

 
 

田
中
圭
人 

三
位 

重
量
級 

 
 

 
 

 

長
嶋
祐
志 

◎
第
28
回
岡
崎
少
年
野
球
中
学
部
新
人
大
会 

軟
式
野
球 

三
位 

◎
秋
季
合
同
記
録
会 

水
泳 

優
勝 

五
〇
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ 

野
中
真
帆 

二
位 

二
〇
〇
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

五
十
嵐
誉 

三
位 

五
〇
ｍ
平
泳
ぎ 

 
 

両
星
翔
太 

 
 

 

女
子
四×

五
〇
ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー 

◎
第

50
回
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
陸
上
競
技
会 

二
位 

女
子
一
五
〇
〇
ｍ 

 

小
嶋
聖
來 

（
大
会
新
記
録
） 

◎
西
三
河
中
学
校
新
人
陸
上
競
技
会 

三
位 

男
子
走
高
跳 

 
 

 

西
口 

温 

◎
第
72
回
中
部
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル 

合
唱
部 

金
賞 

◎
岡
崎
市
少
年
少
女
発
明
、
ク
ラ
ブ 

 

第
37
回
岡
崎
創
意
く
ふ
う
展 

岡
崎
市
ぬ
か
た
商
工
会
長
賞 

竹
島

叶 

◎
岡
崎
市
小
中
学
校
理
科
作
品
展 

入
選 

 
 

米
丸
雄
一
朗 

 
 

 
 

 

村
上
杏
子 

 
 

 
 

 

近
藤
未
空 

◎
社
会
科
研
究
作
品
展 

特
別
賞 

 

黒
栁
美
紀
子 

入
選 

 
 

長
坂
朋
音 

台
風
19
号
等
に
よ
り
被
災
し
た
方
々
へ
の
災

害
義
援
金
募
金
を
行
い
ま
し
た
と
こ
ろ
、
左
の

金
額
を
「
日
赤
令
和
元
年
台
風
19
号
災
害
義
援

金
」
と
し
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
多
く

の
御
協
力
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。 

二
十
三
万
四
百
三
十
八
円 

お
か
ざ
き
っ
子
展
の
作
品
作
り 

中
部
支
部
大
会
を
終
え
て 

後

期

生

徒

会

の

抱

負 

よりよい学校を目指して 

表

彰

記

録 

御 
 

 
 

礼 


